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小説 絵本

冤
えん ざい

罪を防止し救済するには何が必要

か。再審を開始させない障壁は何か。

袴田事件から何を学び活かすことがで

きるか。刑事司法の第一人者らによる

冤罪防止・救済論と、故・木谷明が袴

田事件と死刑について語った座談会を

収録。

『袴田事件の教訓』
木谷 明 ： 編　　【岩波書店】　

家にも学校にも居場所のない玲は、 あ

る日、山で迷いめんどりと出会う。それは、

大鎌の魔女ヌイと暮らす、 金のたまごを

産むめんどりのコケコで…。 現実と魔法

の出会いからはじまる、 ノンストップ・ファ

ンタジー。

フライドポテトの専門店で働くケチャッ

プマンは、 今日も朝から大忙し。 ケチャッ

プマンのケチャップソースは、 お店の一番

人気です。 そんなケチャップマンが、 ある

日、 隣のせんべい屋で働くマヨネエと出

会い…。

『ケチャップマン 2 　
　せんべいやのマヨネエ』
鈴木 のりたけ ： 作　【ブロンズ新社】

　ふたりのママが営むスナックで、訳

ありげな客たちが今
こ よ い

宵も扉を開ける。

ときには、この世ならざるものも…。

ちょっと不思議でしみじみ沁みる、大

人のための物語。『読売新聞』連載を

書籍化。

『スナックふたり』
川上 弘美 ： 著　【中央公論新社】

『魔女と家族になる方法』
木地 雅映子 ： 作　　五十嵐 大介 ： 絵
　【偕成社】
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(自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
)

　
大
河
原
小
学
校
で
は
、
令
和
８
年
度

の
学
校
経
営
の
基
本
方
針
と
し
て
「
主

体
的
に
実
践
・
行
動
す
る
教
職
員
(
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
)
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
　

　
６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
大
河
原
町

教
職
員
研
修
会
で
は
、
東
海
国
語
教
育

を
学
ぶ
会
の
石
井
順
治
先
生
を
講
師
に

招
き
、
対
話
的
な
学
び
を
通
し
た
授
業

改
善
に
向
け
た
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
研
修
会
終
了
後
、
石
井
先
生
か
ら

も
っ
と
教
え
を
受
け
た
い
と
校
長
室
に

集
ま
り
、
お
話
を
熱
心
に
聴
き
続
け
る

先
生
方
の
姿
は
、
正
に
こ
の
「
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
」
の
体
現
で
す
。
予
測
困
難
な

社
会
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
「
生
き
る

力
」
を
育
む
た
め
に
は
、
ま
ず
教
職
員

自
身
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
姿
勢

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
外
部
の
専
門
家
か
ら
積
極
的
に
知
見

を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
先
生
方
の
情
熱

は
、
目
指
す
教
師
像
で
あ
る
「
教
育
の

プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
」
を
象
徴
す
る
も

の
で
す
。
こ
う
し
た
自
律
的
な
研け

ん
さ
ん鑽

の

積
み
重
ね
が
、
本
校
の
研
究
主
題
で
あ

る
「
深
い
学
び
」
の
実
現
、
そ
し
て
「
子

供
が
輝
く
学
校
」
の
創
造
へ
と
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
に
彩

い
ろ
ど
り

を

　
毎
年
、
１
学
年
で
の
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
に
、
大
河
原
町
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
「
桜
」
に
つ
い
て
、
年
３

回
の
予
定
で
「
桜
の
学
習
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
よ
り
学
び
を
深
め
る
た
め
に

樹
木
医
の
尾
形
政
幸
様
か
ら
ご
指
導
い

た
だ
き
な
が
ら
、
多
く
の
体
験
学
習
を

通
し
て
桜
の
生
育
や
特
徴
、
桜
並
木
を

守
る
た
め
の
様
々
な
方
策
や
、
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
１
回
目
(
６
月
19
日
)
は

校
内
の
落
ち
葉
を
集
め
て
、
お
茶
な
ど

と
煮
出
し
な
が
ら
「
活
性
剤
」
を
作
り

ま
し
た
。
作
っ
た
活
性
剤
は
一
斗
缶
に

入
れ
て
熟
成
さ
せ
、
２
回
目
(
６
月
26

日
)
に
そ
の
活
性
剤
を
白
石
川
左
岸
堤

防
の
桜
に
散
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
苗
木
の
育
て
方
を
教
わ
り
な

が
ら
、
実
際
に
一
人
１
本
苗
木
を
つ
く

り
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
に
小
さ
い
木
(
苗

木
)
が
、
あ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
い

金
ケ
瀬
中
学
校

大
河
原
小
学
校

く
ん
だ
ね
」
と
、
自
分
が
つ
く
っ
た
木

の
十
数
年
後
や
、
活
性
剤
を
散
布
し
た

並
木
に
見
事
に
花
が
咲
く
様
子
に
思
い

を
馳は

せ
な
が
ら
「
来
年
の
春
が
楽
し
み
」

と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
活
動
の
様
子
を
10
月
の

金
中
祭
に
て
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
３

回
目
の
活
動
は
11
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

school　news学び舎通信

2 02 1

わ
が
ま
ち
文
芸
道
場

▲ 石井先生のお話を聞く教職員

夏な
つ
つ
ば
め燕
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二
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子
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和
子

サ
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フ
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水
平
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も
子
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る

か
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ん
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青
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き
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な
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直
樹

夏な
つ
ち
ょ
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蝶
や
手
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残
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の
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字
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美
智
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会
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